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15。∞ ～ 16.∞  特 別講演

2日    9.∞ ～ 12.20  普 通講演 18～ 31

13.30～ 14.30  特 別講演





4月 1日

1.佐 官謙― (阪市大理)QuasiSy― etric FuncticDEIS

compatible with a Fuchsian group

Gを Fuchs群 ,A(G)を その limit setとする。実直線

Rか らRの 上への増加な位相写像ルで,0と 1を固定し

′―COnditiOnをみたし,Cと cOmpatibleなものを考える

σをべG)及 び 0,1,∞ を含む R∪ {∞}の G不 変閉部

分集合とする。上半平面の擬等角自己同型 /で ,Gと

compatibleでぁり/lσ=力lσをみたすものの全体をF(C,

力,σ)であらわす。F(G,力,σ)≠φのときF(G,力,σ)に属す

写像の COmplex dilatationのノルムの下限をた(G,力,σ)

であらわす.こ こでは,極 値擬等角写像を特徴づける

HamiltOnの 等式及びL.Bersに ょるPOincarё級数を用

いた考察等をもとに,次 の結果等が得られることを述べ

たい.

定理.C,力 ,σを上記のものとし,Glを Gの 部分群で

Cに おけるGlの 指数 [G:Gl]<∞ ,Л(Gl,力,σ)+φをみ

たすものとする。このときF(G,力,σ)+φで,た(C,力,σ)
=た(Gl,力,σ)。

2.山 田陽 (東工大 ・理)Mardenの 定数について

Gを 上半平面 ″上のFuchs群 とする。r>0と Z∈″

を固定したとき,Cの 部分集合{g∈GIグ(Z,″)<2″}か ら

生成されるCの 部分群をGZ,7とかく, ここで グ(,)は

Poincar6 metric lルνlmzに よる hyperbolic distance.

Mardenは 1974年,G′,アについて次の結果を得た。

定理.正 数 r>oが 存在して,任 意の Fuchs tt G

と任意のZ∈〃 に対して,G′,′はcyCliCまたは ininite

dihedral。ここでは上の定理の定数 rの best possibleな

値について報告する。

定理 1。 Mardenの 定理におけるrの best possibleな

値は

dnh-1{(4∞s2+_3)/(8 co騎争+7)}1/2=。。13146。…
定理 2。 Mardenの 定理で,特 に Gを tOrsion freeな

Fuchs群 に限ると,rの best possibleな値は

sinh-11=ln(1+ν何「)=0.88137.….

3。 野田洋二 (東工大 0理)指 数百数の特徴づけにつ

いて

任意の複素数ソに対してノ0=″ の根が全てある一直

線上に分布している整函数は指数函数になることが知ら

れている。ここでは
“一直線上

"と いう条件がある程度

弱められることを示す。定理 1。/(Z)は超越整函数.任

意の複素数″に対してÅZ)=″の根が全てある帯状領域

S″(幅は″に依存しないとする)に含まれるとする。そ

のときノ(z)=αθル+b。 ここでα,ら,/は 定数である。定

理 2./(z)は 超越整函数.Gは C内 の開集合.任 意の

″∈Gに 対して,ズZ)=ツ の根は有限個を除いて全て,あ

る直線二″上に分布しているとする.そ のときノ(z)=

ὰル十b。ここでα,ら,Иは定数である。

4。 戸田暢茂 (名大教養)退 化した関数系の第二基本

定理について

/―(/。,…。,■)(″≧2)を有限平面での超越的な関数系,

Xを ん,… 。,スの間のC―係数の1次結合 (幸0)で 「一

般位置」にあるものの集まり,λ=dim{(cO,.…,c")∈C"+1;

`0/0+… 。+ε"■=0}と する.λ>0の ときノは退化して

いるという。Fl,..。,島 をχ の任意のα個の元とした

亀

笹 ::i:i:る 」 話 撫 sI。

だ'き可

定理 2. /が
``Special exponential type"の

とき,

(9-″一九-1)7(r,ノ)<ЁⅣ(r,o,FJ・)+ο(7(r,ハ).
′=1

定理 1は,λ=1の とき 「Ca■anの 予想」が成立する

ことを示し, また定理 2は Shittnanの 結果 (Indiana

Univo Matho J.28(1979))の精密化である。

5. 吉 日英信 (千葉大 ・理)滑 らかな growthを もつ

整関数の Julia方向

M(″,ノ)=祥
tlノ
(Z)|のgrowthの 滑らかな整関数ズZ)

は単純な bOllndav behaviorsを示すはずです。ここで

は,次 の2っ の滑らかな条件

④    ≦ 獅μ ←≧0

なるμ<与,χO>1,r。が存在する。
(p1  10g M(2r,ノ )～10g M(r,ノ)(r→ ∞)

を考えて,

定理 1.ノ (Z)がИ)を満せば, どの方向もJulia方向か

又は,そ れを含むある角領域で一様に∞ゆくかである。

定理 2.ノ (z)が(→を満せば,ノ(Z)のJulia方向は,T

度,集 合 E(ノ)={argろ;ノ(4)=0}の 極限点となる。

この定理 2について,slow growthを持つ関数でも,必ず

しも定理 2が成立しないし,又 ,べ 2r)～べr)な る任意

の 10g rの凸,増 加関数べr)と lzl=1の任意の閉集合E

に対して, 10g M(r,ノ)～べr)(′→∞)で Eを丁度 Julia

方向とするものがあることを注意する。
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6。 斎 藤二郎 (群馬大 ・工)SOme inequalities for ana‐

lytic functions with a inite Dirichlet integral on the unit

disc

Dを 複素平面上の単位円板 IZI<1とするとき,任意の

非負の実数 gに 対して次の不等式を得た。定理 /(0)=0

と正規化された D上 の有限な Dirichlet積分をもつすべ

ての解析関数 /(Z)に対して不等式

÷詢LleXp人
刻準
一日2ン
ー1歳 ″

≦eXp{π
ヂ=⊃几

1/て列2教 ″卜 ●
=χ+初

が成立する。ここで,等号が成立するための完全なる条件

はノ(Z)がある“(∈D)に 対して(9+1)10g(lKl―″Z)と

表わされることである。ただし,α=0の 場合には左辺の

面積分は線積分嘉 ∴Dに
X p / ( Z】2 1ル|でぉきかえられる

ものとする。一一証明は N.Aronszttnと L.Schwartz

の再生核の一般論を用いて与えられる。定理の等号部分

の命題の証明は,9=1の 場合ですら核関数の理論を用い

ない不等式のいかなる証明にも相当な困難が生じるであ

ろうことを示しているようにみえる。

赤 ∬

雅誌 大 ・D¬ o一周獅 鮒 分の周期の

楠先生との共同研究で開リーマ
・
ン面上の種々の正則微

分のディリクレ・ノルムに関する連続性を得たが,楠 先

生はその応用として特にタラス 0″のリーマン面上の周

期行列

:算 雰食事'ラ It舞 乳 l,三 曾嘉菖皇機雰Z

周期に対し同様の変分公式が成立することを報告する。

特に μ をあるリーマン面 R上 のベルトラミ微分,R′

(′∈R)を ′μに対応するリーマン面 (従つて,R=RO),c

を Ro(及 び各 Rr)上 のサイクル,σ′を R′上の Cに対

する
110-周

Tli簡
|=|]〔liI:12と

すると

を得る。      よ
なお,σrが一般の 「/―周期再生微分で μがコンパク

トな台を持つときは,及 川先生が同様の変分公式を示さ

れた。

8。 米谷文男 (京都工繊大 ・工業短大部)挙 動空間の

変形

任意のリーマン面 R上 ,与 えられた実数列 {α′,b′}(α′

≠0)に対して,次 の条件を満足する微分の空間 「xが 存

在する;(i)「χ⊂Fヵ̀ `,(ii)Fχ+Fχ
ホ=Fヵ,(iii)Fχ=Fχ ,(市)

Vω∈「χ, V′に対しα′Lω
= b J L , 9 ( /ルB J・は標準ホモ

ロジー基底)。このような空間「χを挙動空間とよび,有

理型微分 9が ある境界近傍において「ぇの元とFι。の元

の和として表現されるとき,9は 「χ
一挙動をもつとい

う.「,一挙動を持ち適当に規格化された第 1種,第2種,

第 3種の有理型微分は
一意に存在する.こ こで R上 の

Beltrami微分 μグ′ル
~1(μ∈C2,|lμll∞≦た<1)に よるリ

ーマン面 Rμ,恒等写像 ′μ:Rμ→Rを 考える。この擬等角

写像 れはR上 の挙動空間「χ(R)からRμ上の
一つの挙

動空間 「χ(Rμ)を誘導する.そ こで各 Rμ上規格化され

た「χ(Rμ)一挙動をもつ有理型微分はある意味での μに

関する解析性をもつ.例 えば ′をパラメ
ーターとする

Beltrami微分μ(Z,′)グ′ル
~1が ′に関し正則に動くとき

この第 1種微分の周期行列の各要素は正則に動く.

9.山 下慎二 (都立大 ・理)双 曲的把氏族

開円板 び=引ZI<1}での有理型函数/に よる円板 υ(r)

尻Y7ち 鞣 tt掌 ち墓    1】 1息 菫

十分条件は清水アールホース特徴函数∬
π~1′-1ま′)″,

0<r<1,が ,有 界であることである.υ での正則函数 /

によるび(′)の リーマン像のユークリッド面積をE(′)と

すれば,/が ハーディ族 〃2に含まれるための必要十分

条件は∬π
~1′-lE(′)″,0<″<1,が有界であることであ

る。そこで υでの有界正則函数ス1/1<1,によるυ(r)

のリーマン像の非ユークリッド面積を Ⅳ(′)とすれば,

∬が1′
-lN(′)″,0<″<1,が有界であるための必要十分

条件は何か ?その一つは,ノが双曲的ハ
ーディ族 〃1に含

まれること,すなわち,÷10g{(1+1/1ソ(1-1/1)}がυでの
調和函数で押えられることである.詳 細はMathematica

Scandinavicaに発表予定である。

10. 酒井良 (広島大 ・理)劣 調和関数の劣平均値の

性質について

二年前に筆者は二つの理由から次の予想を提出した。

予想・ 〃 を面積 ズ″)が有限な平面領域とし,ツ を″

上のノ(“)関数 (1≦′<+∞ )で ″上ズZ)≧1とすれば,

次をみたす平面領域 ルが存在する。(1)″⊂Z(2)ズ 的

=ι ッれ ,(3)任 意の ″ 上の劣調和な ん
9(″
)関 数 S

Oは÷+÷=1をみたす)に対して,

上だツカ≦LSル・
ここではノ=+∞ の場合も含めて予想の正しいことを

報告する。フは一意的ではないが,ルツカ>ズ″)で
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′>1の ときは,集 合の包含関係
“⊂"に関して最小の領

域 20が 存在し,し たがって上の(1)～(3)をみたす任意
の領域 ″ は,″ ⊃″0,“(Й %0)=0に より特徴づけら

れる。′=1の ときもCapacity zerOの集合を除いて,同

様の特徴づけを得る。

11・黒沢隆英 (鹿児島大教養)(c,′)―tぃinnessの諸定

義間の関連について

n次 元ユークリッド空間 R"上 の正測度 μの ノ次元
Riesz potential t為″(χ)は次のように定義される.銑μ(χ)

=∫レ刊 ¨"グズガ,0<α <の。R"の BOd tt Eが

χO∈R"で α‐thinで あるというのは,正 測度 μが存在し

て
」翼Ц
銑″(χ)>硫 μ(χO)が 成り立つときである。こ

の α―thinnessに関して同値な条件が種 得々られている。

O<α <″,′>1と し (α,′)‐thinnessにっぃて同様の問題

を考えるときに,(α,′)‐thinnessの定義については基本的
には次の3つ が考えられる.す なわち

(1)/∈二′+が存在して」mmi鴫′(χ)>銑ノ(χ。)
(2)/∈L′+が存在して」mmiレ|・

~α勁/′じ/(χ)>0
(3)正 測度μが存在して,」

翼Ц
銑,pμ(χ)>銑 ,メ(χO),

ここで 銑,′
μ(χ)は 非線形ポテンシャルで次の式で定

義される.

びα,Pμ(χ)=∫レーツlα
―"″
(∫|ツ
ーZF―ヴμ(z))1ル

~1)。

ここでは (1),(2),(3)の条件の Wiener's criteriOn ine

topologyとの関係に触れながら (1),(2),(3)は一般的に

は同値ではないことについて述べる。

12.山 本裕陸 (高知大 ・理)RⅣ における extrelnal

distanceに関するnull setsと調和関数について

RⅣ(Ⅳ≧3)における2次 のextremal distanceに関して

除去可能なCOmpact集 合 Eを ,Vaittlaに 従い NED2‐

Setであると呼ぶ.Gは Eを 含む有界領域とし,G…Eで

D士ichlet積分有限な調和関数族を∬D2(c_E),こ の部分

族で Eの 近くで ■ux Oの挙動を持つものをん″(C‐E),

セ
近くで nOrmal derivative Oの挙動を持つものを

〃D2(GJ)で 表わす。これらの関数族に関して除去可能

な集合全体をそれぞれМり8,NκD,,Ⅳ%8で 表わす。こ

の講演では次のことを報告する。

(1)E∈ {NED2‐Set}・‐・E∈Ⅳ%,.

(2)Ecハ lD″2‐・ECの Aleksandrov compactincation

内での2次 の extremal distanceに関してEは 除去可能。

(3)Ⅳ 鰐 8撃鴫 D,撃場 D2.

13。 水田義弘 (広島大 ・総合科学)優 調和関数の境

界値について

半空間D={為 >0}上 の非負優調和関数は〃(χ)=cx.十

αχ,μ)+P(χ,ソ),χ=01,_。 ,χ")∈D,と 書くことができ

る。ここで,Cは 定数:α χ,μ)は D上 の測度 μのグリ
ーンポテンシャルP(χ,ッ)は∂D上 の測度ツのポアッソ
ン積分である。″≧3のとき

χ→ql聖_島為
~1″(χ)
=c+2(“-2)1月―"乃グμ(ッ)+c,1】―"凝y),

.→Ql島_E2χ″
~1レP{″(χ)一α"}=らズ{o}),

C"=π~"/2「(″/2),

レト」鍵 D_E3為
…1{″(χ)一鴫 }=0

となる集合島 ,島 ,民 が存在する。ただし El,島 は 0

で 島 は∞で
“minimally thin"でぁる。この結果が最

善のものであることも知られている。本講演の目的は,
minimally thinでぁる集合にウィーナー型の評価式を与
えることである.

14.池 上輝男 (阪市大「理)Choquet境 界と正則境界
点について

調和空間 χの可解な完閉化 χ中に伴なうDirichlet問

題に関する正則境界点の理論に最も関係の深いChoquct

境界はχ中で連続,χ で優調和な関数の COne S中 にょ

るChOquet境 界,Os・ χホ,でぁろうと思われる。これに

関する結果を報告する。

Io χホが他の完閉化 χホホの quotientでぁり,それぞ

れの調和境界が CanOnical mapping πで 1対 1に対応し
ているとき,

os=χ 幸⊂π(0らs"χホ*)

Ⅱ. χ から compact subset rを除いた χl=(χ Kヽ)

の χ拿にぉける閉包をχlの完閉化 χl拿と考えると

((乃sl・χlホ)∩(χ* χヽ)⊂0をs・χ*

逆の包含関係は一般には成り立たないが,χ 中の調和境

界の各点で Weak barrierが存在すれば成り立つ.

これらの結果が正則境界点ICついて1976年秋に発表し

た結果と類似していることに注意したい。

15。村沢忠司 (京都府立大)逆 掃散測度について
Ω⊂R<″≧3)は正則境界∂Ωを持つ有界な領域とする。
ニュートン核9Ⅳに対する測度 μのニュートン・ポテン

シャルを9Ⅳμ(χ)=∫lχ―ツ12-"グμ(ッ)と定義する。次の間
題を考える。「μは∂Ω上の非負の測度とする。このとき

;IIII二;‖螢:I[鸞刊…くわ
をみたす非負の測度ツが0上 に存在するか。」一般に,
このような測度 ツの存在は唯一でない。いま,∂Ω上の

非負測度μに関して,集 合 ″(μ)=倒 suppッ⊂員,ッは
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関係式 (*)を みたす}を考える。

定理・ M(μ )は COnveX,Weakly compactな集合であ

る。

この講演において,M(μ )の元の特徴づけとM(μ)の

性質について2,3の結果を報告する。

16。二宮信幸 (阪市大 ・理)集 合の可容性と可測性に

ついて

R"(″≧3)に おいて,ニ ュートン核についてポテンシ

ャルとエネルギー積分を考え,コ ンパクト集合 Fの 容量

C(F),任 意点集合 Eの 内容量C(E〉 外容量 C′σ)を定

義する。常に CJ(E)≦Cθ(E)で あるが,両 者が相等しい

とき共通の値を C(E)で 表わし,Eは 可容であるといわ

れる。エネルギー積分有限な正の測度の全体をCで 表わ

すとき,Eが 可容であるということとしのすべての測度

について可測であるということとの関係を引継き研究す

る。

定理: Eが 可容,か つすべての球面測度 λの Eへ の

掃散測度 λEに ついて可測であるならば,Eは Cの す
べ

ての測度について可測である。

17。 伊 藤正之 (名大 ・理)Rl上 のHunt核 とChOquet

の問題

合成核が与えられた時,そ れがいつ Hunt核 になるか

は仲 困々難な問題である。Rlに おいて,それ
への具体的

十分条件を与えるのが第 1の目的である。Ⅳを Rlに お

ける合成核,Nlを その(0,∞)への制限,Ⅳ2をその(一
∞,

0)への制限を原点に関して対称にした (0,∞)上 の測度

とする。多 鳩
≧Om O,∞ )に 関数の意)か つそれが

.対数凸であれば (ノ
=1,2)Ⅳ は Hunt核 と非負定数の

和である。又 NJ・が対数凸,一 嘉乃
が対数凸であって

も,上の結論は成立しない。従つてTV―不等式に関する

Choquetの問題は正しくない。

特 別  講  演

佐藤宏樹 (静岡大 ・理)Klein群 の空間の境界と保型

形式

1。 Teichminller空間の境界の様相については多くの

美しい結果が知られている (AbikofF[1,2],BerS 13,41,

Harvey[11],Maskit[151)しかしSChOttky空間の境界に

関しては殆んど知られていない(BerS 15],ChuCkrOw 181,

Jorgensen…Marden‐Maskit[131,SatO[16,17].)本講演に

於いてはまず AbikofF[21,BcrS 13]に従って au卸“nted

Teichmiiller spaceについて述べる。次にこの講演の主

要なテーマである aur“ nted schottky spaceと保型形

式について Sato[16,17]に従って述べる。最後にKlein

群と3‐manifoldsに関して述べたい。

2.「 を有限生成 Fuchs群 とする。Teichmiller空間

r(「)の 境界は b‐grOups(regular b―groups,partially

degenerate groups, totally degenerate groups)から成

る。 au即 腱nted Tcichmiiner space とは TeiChminller空

間にその境界の
一部,regul印ら‐groupsを付け加えた空

間である。Abiko「はこのとき次の結果を得た:(1){G]

をattmented Teichminller space ar)の元の任意の列

とするとき,g"(Gr.)がar)の ある元に収束するような

{Gr}の部分列{Gら}と 7(r)の Teichninller mOdular群

Mod「 の元の列 {g"}が存在する。(2)Mod Fは 貿F)

へ元ごと連続な拡張をもつ.資(r)=arソ MOd「 はコン

パクトである。(3)r(r)上 MOd「 の作用は第
一種であ

る。

3。一方 B e r s  1 4 1は■o d e Sもちのリ
ーマン面 ( n O d e s

をもたないリーマン面もその特別な場合と、みなす)の 全

体の集合を考えた。Sを r個の partsとた個のnodesを

もつリーマン面とする。点(τ,′)=(τl,…。,τ′,′1,_.,れ)

∈c3g-3か ら1次変換群 Gτ,′をCOmbination theorems

を用いて構成した。ここで τブ∈a「ノ),F′は part Σ′を

あらわすあるFuchs群 .Gτ,′が不連続群となる点 (τ,′)

の全体をχ(S)で表わす。このときχ(S)はdefOrmations

S→ Sの 同値類と自然な1対 1の対応がある。y(s)を

χ(S)上の■ber空間とするとき,y(S)は C3g-2内 の領

域である。このときBerSは,あらゆる整数9>1と あらゆ

る(τo,′0)∈χ(S)に対し,島,′上のr∝ular 9‐dittrentials

の基底をなす (2,-1)(g-1)個 の正則函数 φKτっちZ)

((τ,′)∈χ(S)Zヽ,Z∈ Ωo(τ,′))を構成した。ここで Ωo

(τ,′)は Cr,′の不連続の領域からelliptic verticesを除い

た集合で,Zは 空又は余次元 1の閉集合 ⊂χ
―《τo,′o)〕

である。

4. 上の2と 3で考えたことは,SChOttky空間に対して

はどうであろうかということを最初に考えたのは Bers

15]である。Sato[16,17]により新しい自然な座標が

Schottky空間に導入 され,そ れを用いて auttnted

Teichmiller spaceに対応する augIIlented SchOttky

SpaCeが導入された。即ち従来は SChOttky空間の点を

表わすために,生成元の multipliersと固定点が用いられ

た。これは上のことを考えるとき大変不便で,不十分に思

われる.そこで新しい座標τ=(′,ρ)∈D*g×(C‐tO,1))2g-3

を導入した。ここで'事
={Z10<IZI<1}。ある方法により



このτに1次変換群を対応させる。特に SChOttky群を

表わすτの全体がSChOttky空間Ogで ある。τの元 ′と

′はτが表わすリーマン面<τ)上の100psの長さに関係

する具体的な意味をもつ量である。′′=0又 は ′J=1と

なる点τ=(′1,。..,′g;′1,…。,′2g-3)すべてを6gに 付

け加えた空間がau即“nted Schottky space Cg拿でぁる.

定理 1. Og中 の各元は nOdeSも ちのリーマン面を表

わす。逆に任意の nodesも ちの閉リーマン面は 6g拿 の

元τにより表わされる。

5。 次 に Og拿上の■ber空間'Cg拿を考える。このと

き次の結果を得る.

定理 2。g>1,9>1を 整数とする。このとき次のよう

な(29-1)(g-1)個 の正貝1函数σバτ,z),(τ,Z)∈gcg*が

存在する。∂ズτ,2)は 'Cgホ Zヽの 各元 τに対して,Iτ )

上のregular 9-difFerentialsの基底である.ここで∂ズτ,2)

はσズτ,Z)を よτ)上におとした函数である。又 Zは 余

次元が 1であるanalytic subvarietyでぁる。

定理 3。g>1,τ。∈Cg*と する。このとき次のような

τOの近傍 Ⅳ とg個 の正則函数 ∂ズτ,2),τ∈二 ′∈Цτ),

が存在する:各 τ∈Ⅳに対し∂ズτ,2)は ■τ)上の 1次独

立なregular l‐fomsで ある。

6。 最 後に Klein群 と3‐manifoldsについて若干述べ

たぃ。Greenberg[10]とMarden[14]を空間群に関する

第 1期の研究とすれば,Thllrston,Sullivan,Gromov等

の ドポロジーからの影響をうけてのBers 16,7]Hubbard_

Masur[12],EaJe‐Marden 191の仕事は第 2期のはじま

18. 幸原 昭 (姫路工大)多 変数 pseudo‐holomorphic

面数の繁茂性について

領域 D⊂ Ca,複 素数値函数 α(Z)CC∞(D)に 対して,

θ={″|″:D→C,∂″=α(zソ〃}とおき,各 ″∈θをpseudo‐

holomorphic(p.h。)函 数という。θはR上 の線形空間

であるが,p.h.函 数論が繁茂性を持つとは dim θ=∞

のこと■Cある(GoA.Magomedov and VoP.Palamodov)。

p.h.函数論が繁茂性を持つとき,係数 α(Z)の満たすべき

条件を求め,か かる条件下における p.h.函数の性質に

ついて述べる。

19。木村郁雄 (神戸大 ・教養)正 則面数のイデャル

について

χを点 α∈C"の 近傍 1/7で与えられた解析的集合,f

をそのイデヤルの層とする。/⊂χ を 1/7内の閉集合,J

を 1/7における連接層で次の条件をみたすとする:

(E)∬ =rad J;(G)JI〈 χ―И)=JI(X_J)。 |
ノ

脅ヤ。「

りといえるであろう。今後の発展が期待 され る分野であ

ると思われる.

■ 参 考文献 として次のをあげてお く。

[1] W.Abiko∬ :Acta Math。 134(1975),211-237.

[2]W.AbikofF:Ann.of Math。 105(1977),29-44.

13]L.Bers:Ann.of Math.91(1970),570-600.

[4] L.Bers:Ann.of〕 ratho Studies 79(1974),43-55.

[5] L.Bers:Advances in Math。 16(1975),332-361.

16]L.Bers:Acta Math。 141(1978),74-98。

[7]L.Bers:The action ofthe modular group on the

complex boundary《 o appear)。

[8]V.ChuckrOw:Ann.of Math.88(1968),47-61.

[91 C.Earle and A.Marden:〔 o appear)。

[10]Lo Gr∝ nberg:Ann.of Math.84(196o,433¨ 441.

[ 1 1 ] W o  H aⅣ ey:D i s c r e t e  G r o u p s  a n d  A u t o m o r p h i c

Functions(1977),295-348

[12] J. 】Iubbard and Ho Masur: Acta Math。  142

(1979),221-274.

[13] T.Jorgensen,Ao Marden and Bo Maskit:]Duke

Math.46(1979),441-446.

[141 A.Marden:Ann.of Math。 99(1974),383-462.

[15]Bo MaSkit:Ann.of Math。 91(1970),607-639。

[161 H.SatO:Nagoya Matho J.76(1979),151-175。

[17] 】Io SatO: On auttented Schottky spaces and

automorphic forms,Ⅱ (tO appear)。

4月 2日

このとき次がなりたつ。

定理・ prOfみ≧dima∠+1な らばf.=島.とくにdima

∠=0な らば逆もなりたつ。

証明にはGo Schtta,Matho Ann。144(1961),345-360

の Satz ⅡIの Kor.を用いる。

上述の定理は,fが 未知のとき, とくにИが χ の特

異点の集合 Sに 等しいときには,条件(E)および(C)を

みたすJは比較的に発見しやすいので,χ に対しrが ど

のような元で生成されるかを調べるのに利用できる。

20。阪井 章 (姫路工大)n変 数整関数による―様近

似について

C"の 閉集合 rに 対して次の条件を考える。

(*)C"で 定義された非負値 C∞関数 ′で,あ る正

定数 εに対して

翠::チ傷?′ノみ≧|′12,z∈c",′∈C"
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をみたすものがあって,7は 次のようにかける:

r={zcc":ズ z)=0}.

次の結果を報告する。

定理 rが 条件(*)をみたすとき,7上 の任意の連続

関数は“変数の整関数によって r上 一様に近似される。

r=R"は 条件(*)をみたす.(し たがって,7=Rlの

ときは,Carlemanの 定理に一致する)

21.藤 田 収 (奈良女子大 ・理)正 則写像の臨界点に

ついて

乙 ″ をそれぞれ ″次元,“ 次元の複素多様体,/を

/か ら″への正則写像とする。局所座標に関するノの

函数行列の階数が min(″,“)よ り小さくなる アの点を

ノの臨界点と呼び,そ の全体をΣで表わす。

定理 1.Σ が空でないとき,Σ は アにおける解析集

合で,そ の既約成分の次元は,1<“≦″ならば少くとも

“-1次 元,″ <“<2″ -1な らば少くとも2″
―″-1次

元である。(燿=″のときは自明).

次の定理は西野氏の2変数整関数についての結果の拡

張である。

定理 2。上の情勢のもとで,特にアを″+1次 元 Stein

多様体とし,/上 で COusin第 2問 題がつねに解けるも

のとする。9/(/)の 任意の点ッ上の■berノ
~1(ッ
)が /

における解析集合として1次元既約で,Riemann面 とし

て複素平面と解析的に同値ならば/の 臨界点は存在しな

い。(結局 (乙工9)は h01。C‐bundleとなる)

22.近 藤誠造 (京都府立大)固 有集合の解析接続に関

する一注意

“>9≧ ″>0と する。χ"(reSp.y″)を ″(resp.“)次

元連結複素多様体で可算基をもつとする。9:χ
"→y"を

χ″の任意の点でrank一“で y"の 上への解析写像とす

る。ここですべての■ber 9~1(ッ),y∈y",は既約COmpact

で,Fを χ"の中の閉集合で,次 元
一般既約固有集合「

(即ちσ次元既約固有集合の germを χ
″中解析接続可能

なかぎり接続したもの,χ"の中で閉集合になるとは限ら

ない)の 可算和集合として表わされているものとする。

このとき任意の一つの「に関して,9(F)が capaCity>0

ならば y"_ズ 「)は Capacity=0である。以上ほ田所 (J・

Matho S∝。Japan 1965 p.289定理 IV)に対する注意で

ある。証明はχ″中の任意の,次 擬凹状集合 Eと Eの

中のα次元一般固有集合 「に対して,Eの Fに 関する

daiV6Sな るもの(空間中のものとiber 9~1(y)上のもの)

を定義して両者が CapaCity=0を除いて
一致することを

証明してなされる。

23。 梶原壌二 (九大理),西 原 賢 (福工大)。 DFN

空間における連続な境界をもつ領域の擬凸性のクザン I

問題による特徴付け

Eを DEⅣ 空間,貝口ち,eSpace dual fort d'un espace

de Fr“het nuc16areであって,基 底をもつものとする。

Ω を Eの 連続な境界をもつ領域とする。この時,Ω が

擬凸領域であることと,Eの 任意の凸領域 Pに 対して,

Ω∩Pが クザンf領 域であることと同値であることを示

す。

[1] P.Robin,Le probleme du∂  sur un espace de

Hilbert,Bull.S∝ .Math.France,107(1979),225-240。

[2]J. Kttiwara, some characterization of Stein

manifold through the notion oflocally regular boundary

points,K5dai Matho Sem.Rep.,16(1964), 191-198。

24.竹 内 蔵 (岐阜大 ・教育)ス タイン等質空間につ

いて

連結複素リー群 Gの 等質空間 Mが 連結な等方性群 ″

をもっていたとする。ν =G/″ とかけるがこの時ν が

スタイン多様体になるための条件を求めたい.こ の問題

は,Yo Matslshima:Nagoya Math.J。 18(1960)p.153～

164.に より考察されたが最近類似の結果を異なった証

明法で得たので報告する.

Gの 極大コンパクト部分群Kで K∩ 〃かつ″の極大

コンパクト部分群になっているものと考える.g,あ,たを

G,二 Kの リー代数,π :g→g/力を自然な射影としたと

き,βK(G/″):一dimc π(た)∩y-lπ (た)とぉく。またた
C:

=た+y可 たとすれば複素リー代数 たCに対応するCの

連結複素閉部分群 (≡KCと おく)が 定まる.

定理 10(必 要条件)G/″ がスタインならばβκ(G/〃)

=0,(VK)

定理 2.(十 分条件)KC″ =″ KCか つ KC∩〃の連結

成分は有限個,かつβKC′″)=0,(aK)→G/〃:スタイン.

25.難 波 誠 (東北大 ・理)ISCDlated points of special

subvarieties of Jacobian varieties.

/を コンパクトリーマン面, S″/を その “‐t h  S y m‐

metric product,J(/)をJacobian variety,件S″/→ J(/)

を Jacobi mapとする。″7={′ ∈J(/)ldim 9~1(′)≧r)

はJ(/)の C10Sed complex subspaceである。ここでは,

〃〆 の点′が Иケ の iS01ated pointとなるための,ひ

とつの簡単な十分条件を与え,そ れの応用をひとつ述べ

る。

26.難 波 誠 (東北大 ・理)方 程式 yたヂ(■)で定義

されたコンパクト・リーマン面の同値問題

″を自然数,/1(χ),/2(χ)を χの有理函数とする./1,

/2を 次式で定義されたコンパクトリ
ーマン面とする:

/1: ノ =/1(χ),

/2:ノ ~/2(χ)。

―- 6 -―



自然に生ずる問題として,「/1と /2と は,い つ等角同

値か ?」。ここでは″=′ を素数として,更 にもうひとつ

の条件を付けて,こ の問題を解く。次に,自 己同型群に

ついて言及する。

27.赤 堀隆夫 (琉球大 ・理),宮 嶋公夫 (鹿児島大 ・

教養)強 擬凸実超曲面上の CR‐構造の倉西族について

孤立特異点のみを持つ3次元以上の正規スタイン空間

は,H.Rossiの 定理により。境界上の強擬凸 CR‐構造

によリー意に決定される事が知られている。倉西は,孤

立特異点の変形に対し,CR‐ 構造の変形を通したアプロ

ーチを試み,次のような CR‐構造の変形における存在定

理を証明している.(4o)を 3次元以上の孤立特異点,

ν を差0内 の強擬凸実超曲面とする.

定理・ パラメータに C∞ に dependす る(倉西の意味

で)un市ersalなν 上のCR‐構造の局所変形族が存在す

る。

本講演では,dim χ≧5の 時,パ ラメータに複素解析

的に dependす る (倉西の意味で)uniVersalな″ 上の

CR‐構造の局所変形族の構成について報告する.

28。渡辺公夫 (筑波大 0数学系),大 柳茂樹 (筑波大
・数学系)Relations among Pノ,PC and Pg・

(4χ )を 2次元正規特異点とする.(χ χ)の解析的不

変量として,′r,み,′gが ある.こ れらは,特 異点除去

π:χ→χに対して,pr=(例 外集合 /=π
~1(χ
)上の基本

サイクルの仮想種数),′.=Sup(/上 の正サイクルの仮

想種数),′g=dim c(Rlπホ0,)χと,それぞれ,定義され,

これらは,いずれもπのとり方にはよらない,これらの問

に
``0≦
″≦′.≦′g"が成立し,`ンノ=0→ p.=0→ ′g=0''

なる事が,Artinにょり示された.ま た,Wagreichにょ

りつノ=1→ ′●=1"が 示された。今回の講演では
`ン
g≧2

かつ Oχ,χ:Gorenstein→′ノ<′g''を報告する。これは,

サマーセミナー
'79の
講演の中で報告した つg=2か つ

Oχ,χ:Gorenstei"み =1"(吉 永 ・大柳:Sd.Rep.

Yokohama National Univ.)の拡張となっている.

29。渡辺公夫 (筑波大 ・数学系)Asymptotic behavlor

of δ"for quasihomogeneous singularities

(χχ)を “次元正規孤立特異点とする。χの (十分小

さい)Stein近傍 υを一つ選ぶ.「(υ―{χ},0(″K))の元

で,び 一レ}上の正貝1″ 重 “型式とみたとき,χ の近傍

で二2/"_可積分となる元全体のなす部分空間を二2/"(び_

{χ})と表わす。このとき特異点(4χ)の “―種数 δ"を

δ"=dim「 (び一レ},00K))μ 2ル(び_{χ}),(″≧1)で定義

する。δlは幾何種数に一致する.χが重み(90/491/4.…,

9"/グ)の擬斉次多項式で定義されているとき,δ"≦#【λO,

λl,…。,λ")∈N″+11ズグー(90+91+… ・+g″))≧Σ鷹。λFgF},

グ>イ ′一(9o+91+・…十ら)}なら等号が成り立つ (53年

秋)。ここでは,″ の如何にかかわらず,δ"が 計算でき

ることを示す。その結果として,r=Σ た1(g′/Jli)<1の
とき,

δ=lim supδ"/“″=(1/″!Xl―rxル +1た091-。9")力ゞ得ら

れる。2次元の場合,重みが異なるのに,δが同じになる

特異点が存在する事情を解明する。

30.吉 永悦男(横浜国大 ・教育)鈴木正彦(筑波大 0数

学系)Nornlalfoms of non‐degenerate quasihomogen∞us

functions with inner modality≦≦4.

孤立特異点をもつ擬斉次正則函数の芽 ′(C″,0)→

(C,0)に対し, 91,…。,9μを Oc,,0/△(/)の単項式の基

とし,″ 0(/)=#{9Jlg‐degree 9′≧1}と定義しノの inner

modalityとぃう。Arnol'dは ″。(ノ)=0,1の ノのnormal

fOrmSをすべて決定した。我々は次を得た:

定理 1.(1)″ 0=2な るノの normal formsはすべて

決定され 20 classesを得る。

(2)″0=3な るノについては 24 classesを得る。

(3)″。=4な るノについては 28 classesを得る。

次に,″o(/)=た+1で #{ψJlgd̈egree F′>1}<た +1な

る/を ″0=た の境界という。このとき,我 々は次の結

果を得た。

定理 2.た =0,1,2,3に 対して,〃 o(/)=た+1な るノ

は″0=た の境界のすくなくとも1つにdeformされる。

31。 坪井昭二 (鹿児島大 ・教養)On 10Cal mOduli of

nonsingular normalizations of surfaces Ⅵyith ordinary

singularities

″=P3(c),sを ″の中の通常特異点を持った超曲面,

△を Sの 二重曲線,Φsを Sの ″ の中での ininitesimal

な equisingular displacementsの層とする.こ の時の S

の非特異正規化 χの複素構造の変形の 10Cal moduli数

について,次 の定理が成立。ただし,9=Ω ″1([司一△)Θ

κ〃とおく・定理 1. Sが 正則 (◆〃1(ユΦs)=0)の場

合;〃0(χ等 )=〃J(″:g)=0(′=1,2)な らば,χの1∝al

mOduli数 ズχ)は定義できて,″(χ)=dim″ 1(47,)

= d i m〃 0 ( S ,Φs ) - 1 5 + d i m〃3 ( % 5 ) .

定理 2.Sが 二重点を持たない場合;〃0(47,)=″ 1

(И‰5)=0で あって,か つ Sが efFectively parametrized

complete equisingular displacements familyに属してい

るならば,χ の 1∝al moduli数は定義できて

ズχ) = d i m〃1 (χ乃 )
= d i m″ 0 ( S ,Φs ) - 1 5 - d i m  t t P (″1 9 )

+ d i m″ 3 (″1 9 )。

- 7 -



特 別 講 演

今吉洋― (東北大 0理)り …マン面の正則族とタイヒ

ミュ…ラー空間

擬等角写像,ク ライン群,タ イヒミ手―ラー空間の理

論をリーマン面の正則族,及 びそれに関連する話題へ応

用することを考える。

アを2次元複素多様体,Cを アにおける1次元非特

異解析的集合又は空集合とする。複素平面上の単位円板

を D,そ れから原点を除いたものを '拿 とする。そして,

固有正則写像元:χ→D中は次の条件をみたすものとする。

1)元 はχの各点で最大階数をもつ,

2)χ =アーQπ =元lχとおくとき,D中の各点上のフ

ァイバー Sr=π
~1(′
)は連結で,リーマン面とみて

一

定のタイプ(g,")である。ただし 2g-2+">0と

する。

このとき,(χ π,Dホ)は, タイプ(g,″)の リーマン面の

正則族であると言う。

上半平面 1/7に作用する有限生成,第
一種フックス群

Gで ,リ ーマン面 ″Gが タイプ (g,″)に なるものをと

つてきて固定する。Cの タイヒミューラー空間を r(C),

下半平面二上で定義された2次微分φ∈賓G)に 対して,

φの定める擬フックス群を Gφ,その成分で上半平面に対

応するものを Dφとする。ρ:D→ D中 を普遍被覆とすれ

ば,被 覆変換群 「は1つの放物的変換 γで生成される

が,そ の固定点は τ=1と 仮定する。このとき,正 則写

像 Φ:D→ ЦG)が存在して,各τCDに 対し,Dα→/Gttr)

はら←)と等角同値になる。さらに,aC)の モデュラ
ー

群 MOd(G)の 元 Mが 存在してΦoν=MoΦ を満す。

定理 10(151,161)

タイプ(g,")の リーマン面の正則族 (χπ,D幸)に対

して,φoごπG)が存在して,τ=1に おける任意の尖点

領域中でτが1に近ずくとき,Φ(τ)は φoに
一様・に収

束する。そしてφ∈賓G)と Mが 有限位数であること,

φo∈∂冥G)と ン が無限位数であることは,そ れぞれ同

値である。さらにφO C∂纂C)の定める境界群は regular

b‐groupである。

定理 2(15],161,181)

タイプ( g , " )のリーマン面の正則族 ( 4π, D拿)に対し

て,その完備化(f,先,D)が構成できて,その原点上の

ファイバーは,nodeSを もつタイプ(g,4)の リ
ーマン面

の位数有限な解析的自己同型群による商空間として表さ

れる。

タイヒミューラー空間の理論の著しい応用として,グ

リフィス [41による任意次元″の代数多様体 ЙЪの
一意

化がある。つまり,為 は普遍被覆空間が C″内の有界な

ベルグマン領域と双正則になるようなザリスキー開集合

χを含む。

ここでは, 2次 元の場合,よ り精密なことがいえるこ

とを述べる。任意の代数曲面 ЙЪに対して,そ のザリス

キー開集合 乙 普遍被覆空間が単位円板 Dに なるような

有限タイプのリーマン面 R,及 び正則写像π:χ→Rが 存

在して,(乙π,R)は タイプ(g,″)の リ
ーマン面の正則族

になる。普遍被覆ρ:D→ Rの 被覆変換群を「とすれば,

正則写像 Φ:D→ 冥G)が 存在して,各 τ∈Dに 対して,

Do←)/Go←)は ら←)と等角同値になる。「の尖点達の集

合を C,各 τ∈D∪ Cに 対して,G.(→ の尖点達の集合を

P●←)とおく.

D:{( r ,  w) l r  e  D,  w eDo(r ) } ,

b:{(r,  w)l  z e DvC, w e D661UPor, l}

とおけば,9は C2内 の有界なベルグマン領域で,χ の

普遍被覆空間になり,そ の被覆変換群 9は 「とGの 半

直積と同型である。このとき次のことが証明される。

定理 3([61)

うには,ハ ウスドルフ位相が定義され,9の 各元はら

の位相同型写像に拡張される.そ して,商空間 9/9は 2

次元コンパクト正規複素解析空間になり, もとの り恥 と

双有理型同値である。

また,ボ アンカレ級数,ボ アンカレーアイゼンシュタ

イン級数を用いて次のことを得る。

定理 4(171)

9上 の 9に 関する同じ重さの保型形式 9o,¨。,9Ⅳを

構成して,それらが6/9から｀次元射影空間PXC)の

中への双有理型な埋めこみを与えるようにできる。
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